
 

令和４年度技術職員研修（第 6 専⾨技術群：情報系）報告書 
第 6 専⾨技術群運営委員会 

1．概要 
第 6 専⾨技術群（情報系）は、2022 年 11 ⽉ 30 ⽇に専⾨研修を開催した。午前中は情報環境機構の教員か
らオープンデータについてご講演いただいた。午後はフィールド科学教育研究センター上賀茂試験地にバス
で移動して実地⾒学とオープンデータの事例紹介の講義を受講した。以下に専⾨研修の報告を⾏う。 
 
2．受講者 
・技術職員 

NO  所属  ⽒名  所属専⾨技術群  専⾨分野  
1  情報部情報基盤課  宮部 誠⼈ 第６専⾨技術群  情報処理 
2  情報部情報基盤課  下司 和彦  第６専⾨技術群  情報処理 
3  情報部情報基盤課  島袋 友⾥ 第６専⾨技術群  情報処理  
4  情報部情報基盤課  中井 隆史 第６専⾨技術群  情報処理 
5  情報部情報基盤課  ⽯橋 由⼦ 第６専⾨技術群  情報処理 
6  情報部情報基盤課  成⽥ 祐⽣ 第６専⾨技術群  情報処理 
7  情報部情報基盤課  尾形 幸亮 第６専⾨技術群  情報処理 
8  情報部情報基盤課  ⼭⼝ 倉平 第６専⾨技術群  情報処理 
9  情報部情報基盤課  斎藤 紀恵 第６専⾨技術群  情報処理 
10  情報部情報基盤課  ⼾⽥ 庸介 第６専⾨技術群  情報処理 
11  情報部情報基盤課  ⽚桐 統 第６専⾨技術群  情報処理 
12  情報部情報基盤課  武⽥ 鋼 第６専⾨技術群  情報処理 
13  複合原⼦⼒科学研究所技術室  平井 康博  第６専⾨技術群  情報 
14  フィールド科学教育研究センター  槇⽥ 盤  第６専⾨技術群  情報処理 
15  フィールド科学教育研究センター  中村 はる奈  第６専⾨技術群  情報処理 
16  フィールド科学教育研究センター  細⾒ 純嗣 第４専⾨技術群  林学 
17 フィールド科学教育研究センター  永井 貴⼤ 第４専⾨技術群  林学 
18  理学研究科附属地球熱学研究施設 ⾺渡 秀夫 第 6 専⾨技術群 情報、データ計

測、機械、化学 
19  農学研究科附属農場 野中 勝利 第 4 専⾨技術群 花卉栽培 
20 数理解析研究所 岸本 典⽂ 第６専⾨技術群 情報基盤 
21 防災研究所技術室 中本 幹⼤ 第２専⾨技術群 気象学 
22  ⼯学研究科附属情報センター 茶⾕ 祥太郎 第６専⾨技術群 情報技術⽀援 
23  ⼯学研究科附属環境安全衛⽣センター ⻘⽊ 健朗 第 3 専⾨技術群 安全衛⽣ 
24  ⼯学研究科附属桂インテックセンター ⻄崎 修司 第 1 専⾨技術群 低温・機械 

 
・オブザーバー参加 

25 情報部情報基盤課  ⾠⼰ 幸江  - 情報処理  
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3．プログラム 

時  間 内  容 

9:00 ‒  9:15 開会挨拶、ガイダンス 

9:15 ‒ 10:15 講義１「研究のサイクルにおけるデータのオープン化とその⽀援」 

情報環境機構 引原隆⼠ 教授 

10:15 ‒ 10:30 休憩 

10:30 ‒ 11:00 講義２「オープンサイエンスのための研究データ管理」 

情報環境機構 渥美紀寿 准教授 

11:00 ‒ 11:30 講義３「オープンサイエンス時代における市⺠参加型研究の広がり」 

情報環境機構 ⼩野英理 助教 

11:30 ‒ 12:00 試験地概要説明 

フィールド科学教育研究センター 舘野隆之輔 教授 

12:00 ‒ 13:00 昼休み 

13:00 ‒ 13:30 貸し切りバスにて、上賀茂試験地へ移動 

13:30 ‒ 14:15 試験地案内 

14:15 - 14:30 休憩 

14:30 ‒ 14:50 ドローンのデモ⾶⾏と映像配信 

14:50 ‒ 15:00 休憩 

15:00 ‒ 16:30 「オープンデータの事例紹介、VR による実習」 

フィールド科学教育研究センター ⾚⽯⼤輔 特定講師 

16:30 ‒ 16:45 ⽚付け、バス乗⾞ 

16:45 ‒ 17:15 貸し切りバスにて、吉⽥キャンパスへ移動 

解散 
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4．午前の部（オープンデータについての講演） 
午前の部は総合研究 15 号館 201 室でオープンデータについての講義を受講した。 
 
4.1 研究のサイクルにおけるデータのオープン化とその⽀援 

情報環境機構⻑の引原教授から研究のサイクルにおけるデータのオープン化についてのご講演があっ
た。書籍の電⼦化やネットワーク環境の整備とともに研究データの認識が時代とともに変遷してきた
こと、研究に関係するデータはオープン化することでその正当性が保証されることの説明があった。
オープン化された研究データの取り扱いは決まっていないことが多いためこれから検討していく必要
があることが説明された。引原教授からは研究者と並⾛する技術職員であって欲しい、というご意⾒
もいただいた。情報系の技術職員の今後のオープンデータとの関わりを考えさせられる貴重なご講演
だった。 

 
4.2 オープンサイエンスのための研究データ管理 

情報環境機構の渥美准教授からオープンサイエンスのための研究データ管理についてのご講演があっ
た。今後、研究データをどう管理していくのかの説明があり、オープンサイエンスについて、研究デー
タについての詳細な説明があった。 

 
4.3 オープンサイエンス時代における市⺠参加型研究の広がり 

情報環境機構の⼩野英理助教からオープンサイエンス時代における市⺠参加型研究の広がりについての
ご講演があった。オープンサイエンスとシチズンサイエンスについてのご説明があり、シチズンサイエ
ンスの事例の紹介があった。専⾨研修の開催後、⼩野助教とフィールド研教員との間でシチズンサイエ
ンスに関する意⾒交換も⾏われた。 

 
4.4 試験地概要説明 

上賀茂試験地⻑の舘野隆之輔教授から上賀茂試験地の概要のご講演があった。上賀茂試験地の⽴地や
設⽴経緯、設⽴当初の景観や⽬的についてのご説明があり、上賀茂試験地のこれからの研究について
の説明があった。 

 
5．午後の部（上賀茂試験地実地⾒学、及び講義） 

午後は貸切バスでフィールド科学教育研究センター上賀茂試験地にバスで移動して実地⾒学とオープン
データの事例紹介の講義を受講した。 
 
5.1 試験地案内 

上賀茂試験地に到着後、フィールド研の技術職員の⽅々による試験地案内があった。上賀茂試験地で
⽬を引いたのは⾼さ 40m 程のメタセコイヤの⽊⽴だった。メタセコイヤは当時絶滅したと思われてい
たところ、中国の奥地に残っていることが確認され、その⼀部が上賀茂試験地に持ち運ばれて現在に
⾄るとのことだった。また、ラクウショウの気根も独特な形状をもつもので注意を惹かれるものだっ
た。ラクウショウは⽔気の多い場所に⽣息する樹⽊で、⽔⾯から気根が顔を出すことにより呼吸する
ことが説明された。その他、⼀般の市街地や植物園でも⽬にすることの出来ない多くの植物を⽬にす
ることが出来、上賀茂試験地でしか体験することのできない貴重な体験をすることができた。 
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写真 1. 上賀茂試験地での集合写真 

 
5.2 ドローンのデモ⾶⾏と映像配信 

上賀試験地案内の後、フィールド研の技術職員の⽅によるドローンのデモンストレーションが⾏われ
た。ドローンを活⽤することにより徒歩では移動することのできない場所への調査が⾏えるようにな
ったこと、100m を超える⾼さの⾶⾏を⾏う場合は⾼度な技術を持つ職員に操作を制限していること等
の説明があった。ドローンのデモ⾶⾏の後、講義室に戻る道すがら、マツの室内栽培の様⼦や、マツ
の標本についての説明があった。上賀茂試験地には外国産のマツが多く栽培されているとのことで、
普段は⽬にすることのない不思議な形状のマツが多く栽培されていた。 
 

5.3 オープンデータの事例紹介、VR による実習 
上賀茂試験地の講義室に戻り、ドローンのデモ⾶⾏時に撮影された映像の紹介があった。事前に⾬や
⾵の影響が⼼配されていたが、無事にドローンのデモ⾶⾏が⾏われ、ドローンからの鮮明な映像を確
認することができた。その後、フィールド科学教育研究センターの⾚⽯⼤輔特定講師から、きのこや
松ぼっくりの 3D モデル製作と公開に関する講義と、芦⽣研究林の魅⼒や⿅害に関するコンテンツを
VR ゴーグルで閲覧した。 
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写真 2. VR ゴーグル実習時の写真 

 
6. まとめ 

今回の研修は、感染症対策を⼗分実施した上での対⾯で開催された研修だった。午前の部ではオープン
データに関する講演を受講し、情報系技術職員としてのオープンデータに関する理解を深めることが出
来た。午後の部ではフィールド科学教育研究センター上賀茂試験地の実地⾒学やオープンデータの事例
紹介、VR による実習を⾏った。近年、コロナ禍でのオンライン研修が多い中、対⾯での研修を通してあ
らためて体験することの貴重さ、オンライン研修では得られないリアルな経験の重要さを認識すること
ができた。今後も京都⼤学技術職員の業務や資質に資する有意義な研修を企画していきたい。 

第６専門技術群（情報系）専門研修

88


